
【講
演
内
容
】

自
分
も
気
づ
か
な
か
っ
た
！

自
分
が
本
当
に
望
ん
で
い
る
も
の

は
、
”
職
業

”
と
い
う
場
面
を
通

じ
て
語
り
か
け
て
く
れ
る
。

人
は
、
理
念･

理
想･

目
的
を
語

る
だ
け
で
、
そ
れ
に
モ
チ
ベ
ー
ト
（ヤ

ル
気
）さ
れ
て
付
き
従
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

仕
事
に
お
い
て
、
自
ら
の
命
が
感
じ

た
使
命
感
に
よ
っ
て
の
み
、
行
動
を

選
択
し
、
成
長
し
て
い
こ
う
と
す
る

深
遠
な
る
世
界
で
す
。

”
何
の
た
め
に
生
き
る
の
か
！
”

遠
く
を
探
さ
な
く
て
も
、
外
に

あ
る
知
識
・
情
報
・
ス
キ
ル
を
求
め

な
く
て
も
、
私
達
の
目
の
前
に
あ

る
瞬
間
・
瞬
間
に
成
長
す
る
糧
が

あ
る
の
で
す
。

様
々
な
出
来
事
の
表
裏
に
あ
る

本
当
の
意
味
と
価
値
を
大
切
な
人

に
伝
え
る
た
め
に
哲
学
が
あ
り
ま

す
。
決
し
て
遠
く
に
あ
る
学
問
で

は
な
く
身
近
な
学
び
で
す
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
感
性
論
哲
学

か
ら
み
た

”
職
業
観

”
に
つ
い
て

芳
村
思
風
先
生
の
お
話
を
い
た
だ

き
ま
す
。

現
代
日
本
に
生
ま
れ
た
世
界
愛
。

芳
村
思
風
（72
）先
生
の
世
界
の
片

鱗
に
触
れ
、
体
感
で
き
る
チ
ャ
ン

ス
で
す
。

是
非
ご
参
加
し
て
下
さ
い
。

自
分
が
変
わ
り
ま
す
。

何
か
が
一
つ
で
も
心
に
残
り
ま
す
。

心
に
栄
養
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

今
月
初
め
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｔ
Ｖ
で
本
田
圭

佑
さ
ん
の
番
組
が
２
週
続
け
て
放

送
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
イ
チ
ロ
ウ
、
石
川
遼
、
本
田

圭
祐
の
小
学
校
卒
業
文
集
で
も
、

彼
ら
は
小
学
校
か
ら
自
分
の
夢
を

は
っ
き
り
と
描
き
、
諦
め
ず
実
現
し
、

に
じ
り
寄
っ
て
い
ま
す
。

半
端
で
な
い
努
力
、
自
分
に
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
か
け
、
乗
り
超
え
た
自

信
で
す
。

い
ま
彼
ら
は
敗
戦
が
確
実
を
承

知
で
、
知
覧
か
ら
飛
び
立
っ
た
20

代
の
若
者
の
覚
悟
に
ダ
ブ
り
ま
す
。

石
川
県
出
身
（加
賀
市
）
者
も
、
知

覧
出
撃
を
数
名
い
た
と
記
憶
す
。
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「言
葉
と
力
は
」表
裏
一
体
で
す
。

人
類
は
言
葉
を
得
て
、
絶
え
間
な

い
変
化
と
変
革
を
、
積
み
重
ね
て
き

ま
し
た
。
「
進
歩
に
変
革
は
つ
き
も

の
、
自
分
の
考
え
を
変
え
れ
な
い

人
に
、
何
か
を
変
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
」

人
類
は
焚
火
を
囲
ん
だ
の

で
す
。
心
が
通
い
合
っ
た
時
、
革
命

が
起
き
た
。

「
人
類
は
変
化
を
好
ま
な
い
、
拒
絶

す
る
」
こ
れ
は
事
実
で
す
。
心
の
中

で
受
け
入
れ
て
も
、
行
動
を
起
こ
そ

う
と
し
な
い
も
の
、
大
多
数
が
リ
ス

ク
や
犠
牲
に
抵
抗
す
る
の
で
す
。

見
返
り
の
な
い
社
会
は
、
リ
ス
ク

が
大
き
な
存
在
で
す
。

リ
ス
ク
を
知
る
、
ど
れ
だ
け
の
物
か
、

ど
ん
な
時
間
的
・金
額
の
犠
牲
で
す
。

生
ま
れ
変
わ
る
と
き
、
生
物
は

透
明
に
な
る
と
言
う
。
命
が
変
化

す
る
と
き
、
植
物
・動
物
・昆
虫
・魚

貝
類
す
べ
て
が
一
瞬
透
明
に
な
る
。

人
類
も
生
ま
れ
る
時
、
母
親
は

一
瞬
透
明
感
を
経
験
す
る
と
聞
く
。

最
近
大
本
営
の
、
日
本
の
人
口

１
億
人
維
持
は
抽
象
論
で
す
。

昨
年
の
便
り
３
２
０
号
で
「
日
本

の
衰
退
」
人
口
減
で
国
家
の
繁
栄

は
絶
対
に
な
い
と
、
当

た
り
前
を
書
き
ま
し
た
。

最
近
若
い
男
が
消
え

た
。
社
会
が
ブ
ラ
ッ
ク
が
常
識
で

は
当
然
か
。
変
わ
っ
て
、
若
い
女

性
が
街
で
徒
党
を
組
む
の
を
良
く

見
る
。
以
前
は
男
の
世
界
だ
っ
た
。

全
て
は
、
浮
か
ん
だ
内
な
る
心

の
言
葉
通
り
に
な
る
。


